
◆
英
文
書
籍
の
刊
行

こ
の
十
一
月
半
ば
に
、
お
よ
そ
三
年
（
着

想
か
ら
は
四
年
近
く
）
か
け
て
取
り
組
ん
で

き
た
英
文
書
籍
の
刊
行
が
実
現
し
た
。
本
誌

年
初
の
「
新
年
随
想
」
で
も
今
年
の
最
重
要

の
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
た
取
組
み
で
あ
る
。

そ
の
タ
イ
ト
ル
を
和
訳
す
る
と
『
グ
ロ
ー
バ

ル
ヘ
ル
ス
の
た
め
の
倫
理
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
―
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
民
主
主
義
、
研
究
倫

理
』（
原
題：

Ethical
Innovation

for
GlobalH

ealth―
Pandem

ic,D
em
ocracy

and
Ethics

in
Research

）と
な
る
。
シ
ュ

プ
リ
ン
ガ
ー
ネ
イ
チ
ャ
ー
社
と
い
う
世
界
最

大
級
の
国
際
的
な
学
術
出
版
社
か
ら
の
刊
行

で
、
世
界
的
な
第
一
人
者
よ
り
寄
稿
を
い
た

だ
い
た
。
約
四
年
間
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
経
験
に
基
づ
き
、
人
間
を
対
象

と
し
て
行
わ
れ
る
医
学
研
究
の
倫
理
原
則
の

新
た
な
方
向
性
、
そ
し
て
世
界
規
模
で
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に

象
徴
さ
れ
る
健
康
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の

医
薬
品
研
究
開
発
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
の
将
来
展

望
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
書
籍
で
あ
る
。

十
二
月
四
日
・
六
日
の
二
日
間
、
本
書
の
執

筆
陣
で
あ
る
世
界
的
な
著
者
ら
に
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
執
筆
し
た
論
文
の
内
容
を
紹
介
す

る
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
（
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
）
を
開
催
し
た
。
世
界
の
様
々
な
地
域

か
ら
志
を
共
に
す
る
友
人
た
ち
が
集
う
出
版

記
念
会
と
な
っ
た
。

私
が
提
案
者
と
し
て
筆
頭
編
著
者
の
役
割

を
担
っ
た
が
、
他
の
二
人
の
編
著
者
は
、
い

ず
れ
も
「
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
」
を
代
表
し
、

国
際
的
に
も
第
一
人
者
の
生
命
倫
理
学
者
で

あ
る
。
一
人
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
デ
シ
ウ
・
グ
レ

コ
教
授
（
ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス
連
邦
大
学

感
染
症
学
・
生
命
倫
理
学
名
誉
教
授
）、
も

う
一
人
は
南
ア
フ
リ
カ
の
エ
イ
ム
ス
・
ダ
イ

教
授
（
ウ
ィ
ッ
ツ
臨
床
医
学
大
学
生
命
倫

理
・
保
健
法
教
授
）
で
あ
り
、
お
二
人
と
も
、

本
書
の
企
画
に
着
手
し
た
頃
よ
り
ユ
ネ
ス
コ

国
際
生
命
倫
理
委
員
会
の
副
議
長
と
し
て
活

躍
さ
れ
、
ダ
イ
教
授
は
そ
の
後
議
長
に
就
任

さ
れ
た
。
私
が
筆
頭
編
著
者
の
役
割
を
担
え

た
の
は
、
地
位
や
名
誉
と
は
無
関
係
に
、
医
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学
研
究
の
倫
理
や
世
界
的
な
人
権
問
題
に
対

す
る
課
題
意
識
を
、
こ
れ
ま
で
の
交
流
で
共

有
し
て
き
た
こ
と
に
よ
る
。
両
教
授
に
は
コ

ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以
前
に
日
本
に
招
聘

し
て
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
講
演
い
た
だ
い

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
来
日
期
間
中
に
世
界
的
に

取
り
組
む
べ
き
生
命
倫
理
の
課
題
に
つ
い
て

議
論
し
、
意
気
投
合
し
た
の
だ
っ
た
。

◆
グ
レ
コ
教
授
と
の
出
会
い
と
交
流

本
書
の
企
画
は
、
グ
レ
コ
教
授
を
日
本
に

招
い
た
際
に
そ
の
着
想
を
話
し
た
こ
と
か
ら

始
ま
っ
た
。
二
〇
一
九
年
十
二
月
、
ち
ょ
う

ど
約
四
年
前
の
こ
と
で
、
日
本
臨
床
薬
理
学

会
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
研
究
倫
理
に
関

す
る
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
世
界
医
師

会
事
務
総
長
の
オ
ト
マ
ル
・
ク
ロ
イ
バ
ー
医

師
も
同
じ
機
会
に
招
き
、
世
界
医
師
会
に
よ

る
研
究
倫
理
原
則
『
ヘ
ル
シ
ン
キ
宣
言
』
に

つ
い
て
お
二
人
か
ら
講
演
い
た
だ
い
て
議
論

し
た
。
ク
ロ
イ
バ
ー
医
師
と
は
そ
れ
以
前
か

ら
、
世
界
医
師
会
に
よ
る
国
際
会
議
な
ど
で

何
度
も
お
会
い
し
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
出
版
し

た
こ
と
も
あ
り
、
今
回
の
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー

社
か
ら
の
書
籍
に
も
寄
稿
い
た
だ
い
た
。
グ

レ
コ
教
授
は
ブ
ラ
ジ
ル
医
師
会
を
代
表
し
て

『
ヘ
ル
シ
ン
キ
宣
言
』
に
お
け
る
プ
ラ
セ
ボ

対
照
試
験
の
倫
理
問
題
や
、
試
験
終
了
後
に

有
効
性
が
証
明
さ
れ
た
治
療
法
を
患
者
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
（「
試
験
終
了

後
ア
ク
セ
ス
」
と
い
う
課
題
。
開
発
途
上
国

な
ど
で
は
、
そ
の
国
の
患
者
を
対
象
に
し
て

臨
床
試
験
を
行
っ
た
の
に
、
薬
の
値
段
が
高

い
た
め
試
験
が
終
了
し
た
後
に
そ
の
国
の
患

者
が
利
用
で
き
な
い
、
と
い
っ
た
問
題
が
あ

る
）
な
ど
に
つ
い
て
論
争
を
リ
ー
ド
し
て
き

た
人
物
で
あ
る
。
一
九
年
に
招
聘
し
た
と
き

に
初
め
て
お
会
い
し
た
。
論
文
に
掲
載
さ
れ

て
い
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
連
絡
し
て
講
演

会
の
趣
旨
を
伝
え
る
と
、
招
聘
を
快
諾
し
て

く
だ
さ
っ
た
。
羽
田
に
迎
え
に
行
っ
た
と
き

に
初
対
面
で
い
き
な
り
議
論
を
始
め
た
こ
と
、

ク
ロ
イ
バ
ー
医
師
も
数
日
後
に
講
演
会
場
に

到
着
す
る
な
り
議
論
を
始
め
た
こ
と
が
、
懐

か
し
く
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
こ
の
講
演
会
の

記
録
集
は
『
臨
床
評
価
』
誌
４８
巻
１
号
に
掲

載
し
て
い
る
。

グ
レ
コ
教
授
の
来
日
期
間
に
は
二
回
の
講

演
会
を
開
催
し
た
が
、
帰
国
す
る
直
前
に
国

際
的
臨
床
試
験
の
倫
理
に
関
す
る
書
籍
出
版

の
話
を
持
ち
掛
け
た
。
そ
の
直
後
に
中
国
か

ら
最
初
の
コ
ロ
ナ
患
者
発
生
の
報
告
が
あ
り
、

翌
年
三
月
に
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
宣
言
し
た
。
そ
の
年
の
十

月
、
グ
レ
コ
教
授
は
ブ
ラ
ジ
ル
生
命
倫
理
学

会
長
で
も
あ
っ
た
の
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
生
命
倫

理
学
会
か
ら
の
勧
告
に
つ
い
て
紹
介
い
た
だ

く
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
ま
だ
ワ
ク
チ

ン
が
開
発
さ
れ
ず
、
欧
米
・
南
米
・
ア
フ
リ

カ
な
ど
で
は
日
本
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
厳

し
い
感
染
状
況
が
続
い
て
い
た
頃
で
あ
る
。

ブ
ラ
ジ
ル
生
命
倫
理
学
会
で
は
、
限
ら
れ
た

医
療
資
源
の
配
分
に
あ
た
っ
て
、
貧
し
い

人
々
や
社
会
的
弱
者
の
権
利
を
守
る
た
め
の

勧
告
を
出
し
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
二
〇

年
末
に
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
た
が
、
世
界

的
に
は
低
中
開
発
国
の
人
々
に
ワ
ク
チ
ン
が

届
か
な
い
と
い
う
問
題
が
際
立
っ
て
い
た
。

二
一
年
前
半
に
は
、
先
進
国
で
は
ワ
ク
チ
ン

5.12

２

―― 医療よもやま話 ――



に
よ
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
に
は
一
定
の

解
決
を
み
た
と
い
う
雰
囲
気
も
あ
っ
た
。
そ

の
年
の
六
月
に
、
グ
レ
コ
教
授
と
と
も
に
ワ

ク
チ
ン
配
分
の
公
平
性
を
主
た
る
テ
ー
マ
と

し
て
開
催
し
た
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
が
、
今
回
の
書

籍
出
版
に
直
接
に
結
び
つ
い
た
。
南
ア
フ
リ

カ
の
ダ
イ
教
授
に
も
、
こ
の
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
に

は
登
壇
い
た
だ
い
た
（
こ
ち
ら
に
つ
い
て
は

『
臨
床
評
価
』
誌
４９
巻
別
冊
３８
号
に
記
録
集

を
掲
載
）。
そ
の
後
、
書
籍
の
作
成
過
程
で
、

本
年
二
月
に
世
界
医
師
会
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ

ン
パ
ウ
ロ
で
開
催
し
た『
ヘ
ル
シ
ン
キ
宣
言
』

改
訂
に
関
す
る
会
議
で
は
、
グ
レ
コ
教
授
と

の
再
会
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

◆
ダ
イ
教
授
と
の
出
会
い
と
交
流

ダ
イ
教
授
と
最
初
に
会
っ
た
の
は
、
二
〇

一
六
年
一
月
に
韓
国
ソ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ
た

世
界
医
師
会
の
会
合
で
あ
っ
た
。
そ
の
会
合

で
は
、
産
婦
人
科
医
の
ダ
イ
教
授
は
、
世
界

医
師
会
で
『
ヘ
ル
ス
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
バ
イ

オ
バ
ン
ク
に
関
す
る
台
北
宣
言
』（
診
療
情

報
や
、
保
管
さ
れ
た
血
液
や
遺
伝
子
な
ど
の

サ
ン
プ
ル
を
研
究
に
利
用
す
る
た
め
の
倫
理

原
則
）
を
作
成
し
た
際
に
南
ア
フ
リ
カ
医
師

会
を
代
表
し
て
作
業
部
会
に
入
っ
て
い
た
と

い
う
立
場
で
講
演
し
た
。
休
憩
時
間
に
話
し

か
け
て
、
南
ア
フ
リ
カ
で
は
、
国
際
人
権
法

を
憲
法
に
取
り
入
れ
て
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド

コ
ン
セ
ン
ト
を
得
る
こ
と
な
く
人
を
対
象
と

す
る
実
験
を
行
う
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
と
い

う
話
を
聞
い
た
。
そ
こ
で
南
ア
フ
リ
カ
の
研

究
倫
理
に
つ
い
て
も
っ
と
話
を
聞
き
た
い
と

思
い
、
同
じ
年
に
南
ア
フ
リ
カ
の
ケ
ー
プ
タ

ウ
ン
で
放
射
線
防
護
関
係
の
国
際
会
議
に
参

加
し
た
際
に
、
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
に
あ
る
ダ

イ
教
授
の
大
学
を
訪
問
し
た
。
ダ
イ
教
授
は

ウ
ィ
ッ
タ
ー
ラ
ン
ド
大
学
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
・

ビ
コ
生
命
倫
理
セ
ン
タ
ー
の
創
設
者
で
あ
る
。

ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ビ
コ
と
は
、
映
画
『
遠
い
夜

明
け
』（
一
九
八
七
年
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ア
ッ

テ
ン
ボ
ロ
ー
製
作
）
の
モ
デ
ル
に
も
な
っ
た
、

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
（
人
種
隔
離
政
策
）
体
制

下
の
黒
人
人
権
運
動
家
で
あ
る
。
映
画
で
は

デ
ン
ゼ
ル
・
ワ
シ
ン
ト
ン
が
ビ
コ
を
、
白
人

の
新
聞
編
集
長
を
ケ
ヴ
ィ
ン
・
ク
ラ
イ
ン
が

演
じ
た
。
ダ
イ
教
授
か
ら
聞
い
た
話
で
は
、

医
学
生
だ
っ
た
ビ
コ
が
拘
留
中
に
暴
行
を
受

け
て
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
彼
の
死
を
弔
う

意
味
も
あ
っ
て
生
命
倫
理
に
関
す
る
講
演
会

が
企
画
さ
れ
た
が
、
厳
し
い
体
制
下
で
開
催

が
中
止
さ
れ
た
と
い
う
。
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト

が
撤
廃
さ
れ
、
一
九
九
四
年
に
ネ
ル
ソ
ン
・

マ
ン
デ
ラ
大
統
領
に
よ
る
民
主
主
義
体
制
に

替
わ
っ
た
後
に
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ビ
コ
の
名

前
を
冠
し
た
生
命
倫
理
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ

れ
、
ダ
イ
教
授
が
セ
ン
タ
ー
長
を
担
っ
た
の

で
あ
る
。

ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
訪
問
と
同
じ
年
の
二
〇

一
六
年
十
月
、
栃
木
で
開
催
さ
れ
た
多
文
化

間
精
神
医
学
会
に
ダ
イ
教
授
を
招
聘
し
た
。

ダ
イ
教
授
は
生
命
倫
理
学
者
と
し
て
、
ア
パ

ル
ト
ヘ
イ
ト
体
制
下
に
お
け
る
精
神
疾
患
患

者
の
人
権
問
題
や
歴
史
的
経
緯
に
つ
い
て
講

義
し
た
。
こ
の
学
会
に
同
時
に
招
い
た
韓
国

の
精
神
科
医
と
と
も
に
、
夫
の
齊
尾
武
郎
も

共
著
者
に
な
っ
て
、
精
神
医
療
と
患
者
の
権

利
の
問
題
に
つ
い
て
、
一
つ
の
論
文
を
共
著

で
執
筆
し
て
発
表
し
た
。
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◆
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
と
ア
ジ
ア

の
視
点

今
回
の
英
文
の
書
籍
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
南

ア
フ
リ
カ
を
代
表
す
る
生
命
倫
理
学
者
で
あ

る
お
二
人
に
共
同
作
業
を
持
ち
か
け
た
一
つ

の
大
き
な
理
由
は
、
欧
米
先
進
国
に
は
現
在

の
生
命
倫
理
や
医
学
研
究
倫
理
の
主
流
を
な

す
原
則
や
制
度
が
あ
り
、
日
本
は
そ
う
し
た

学
問
や
制
度
を
多
く
導
入
し
て
き
て
い
る
。

し
か
し
実
は
、
現
在
の
世
界
的
な
生
命
倫
理

原
則
は
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
、
ア
ジ
ア
新
興

国
の
ほ
う
が
リ
ー
ド
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
私
の「
仮
説
」を
確
か
め
た
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
欧
米
諸
国
よ
り
も
遅
れ
て

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
民
主
化
を
達
成
し
た

か
ら
こ
そ
、
高
い
倫
理
観
を
持
っ
て
い
な
け

れ
ば
人
々
の
権
利
を
守
れ
な
い
、
と
い
う
問

題
意
識
が
強
い
の
で
は
な
い
か
。
両
教
授
は

謙
虚
さ
も
あ
っ
て
か
、
あ
る
い
は
人
々
の
権

利
が
十
分
に
守
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
現
実

を
直
視
し
て
い
る
た
め
か
、
私
の
仮
説
に
簡

単
に
同
意
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
欧
米
諸
国
の
生
命
倫
理
学
者
や
、
欧
米

諸
国
か
ら
学
ん
で
い
る
日
本
の
生
命
倫
理
学

者
よ
り
も
、
各
段
に
厳
格
な
人
権
意
識
と
倫

理
的
な
判
断
基
準
を
持
ち
続
け
て
い
る
こ
と

は
、
共
著
で
論
文
執
筆
す
る
過
程
や
、
他
の

著
者
の
論
文
に
対
す
る
編
集
作
業
を
通
じ
て

も
痛
感
し
た
。
こ
の
領
域
の
世
界
第
一
人
者

か
ら
熱
心
に
直
接
指
導
を
受
け
た
三
年
間
で

あ
っ
た
と
も
言
え
る
。

ブ
ラ
ジ
ル
、
南
ア
フ
リ
カ
は
、
日
本
よ
り

も
厳
格
で
広
範
囲
な
医
学
研
究
倫
理
に
関
す

る
制
度
を
確
立
し
て
い
る
。
論
文
の
記
述
内

容
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
で
も
、
日
本
で
は
あ

ま
り
疑
問
を
持
た
れ
て
い
な
い
規
制
の
緩
さ

に
つ
い
て
、
緩
す
ぎ
る
と
驚
か
れ
る
こ
と
が

あ
っ
た
。
例
え
ば
、
ま
だ
承
認
さ
れ
て
い
な

い
治
療
薬
や
手
術
方
法
を
患
者
に
試
す
際
に
、

日
本
で
は
医
師
の
裁
量
が
広
く
認
め
ら
れ
て

い
る
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
や
南
ア
フ
リ
カ
で
は
、

規
制
当
局
や
倫
理
審
査
委
員
会
の
承
認
な
し

に
は
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

お
二
人
に
は
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
へ

の
両
国
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
執
筆
し
て
い

た
だ
い
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
一
九
九
〇
年
代

の
エ
イ
ズ
大
流
行
下
で
は
す
べ
て
の
患
者
に

必
要
な
治
療
を
届
け
る
た
め
の
医
療
制
度
の

確
立
に
成
功
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
で
は
、
新
自
由
主
義
的
な
政
権
の
も

と
多
く
の
犠
牲
者
が
出
た
。
南
ア
フ
リ
カ
で

は
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
諸
国
で
連
携
し
て
、
低

中
所
得
国
に
も
必
要
な
ワ
ク
チ
ン
を
ゆ
き
わ

た
ら
せ
よ
う
と
す
る
画
期
的
な
取
り
組
み
が

行
わ
れ
た
が
、
多
く
の
障
壁
が
今
も
な
お
あ

る
こ
と
が
、
ダ
イ
教
授
の
論
説
に
よ
っ
て
示

さ
れ
。

ア
ジ
ア
の
視
点
と
し
て
は
、
台
湾
・
韓
国

の
旧
知
の
友
人
た
ち
に
寄
稿
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
私
と
夫
で
日
本
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下

の
医
薬
品
開
発
や
ワ
ク
チ
ン
政
策
に
つ
い
て

論
じ
た
。
台
湾
・
韓
国
と
も
、
研
究
倫
理
に

関
す
る
制
度
は
日
本
よ
り
も
ず
っ
と
広
範
囲

に
整
備
さ
れ
て
い
る
。

◆
国
際
的
倫
理
原
則
と
患
者
・

市
民
の
視
点

本
書
は
三
つ
の
パ
ー
ト
に
分
か
れ
て
い
る
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が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
と
ア
ジ
ア
の
視
点

を
明
示
し
た
パ
ー
ト
に
続
く
次
の
パ
ー
ト
で

は
、
国
際
的
な
倫
理
指
針
の
成
立
過
程
を
描

き
出
し
た
。
医
学
研
究
の
倫
理
原
則
と
し
て

最
も
有
名
な
『
ヘ
ル
シ
ン
キ
宣
言
』
に
つ
い

て
世
界
医
師
会
か
ら
寄
稿
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
も
う
一
つ
の
国
際
的
に
よ
く
知
ら
れ
る

倫
理
原
則
（
特
に
開
発
途
上
国
と
の
共
同
研

究
を
視
野
に
置
い
て
い
る
）
を
出
し
て
い
る

国
際
医
学
団
体
協
議
会
（
Ｃ
Ｉ
Ｏ
Ｍ
Ｓ
）
か

ら
も
寄
稿
い
た
だ
い
た
。
こ
の
パ
ー
ト
で
は
、

日
本
の
生
命
倫
理
学
の
第
一
人
者
で
あ
る
木

村
利
人
教
授
（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
）
か

ら
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
日
本
軍
に
よ
る

人
体
実
験
の
問
題
を
論
じ
て
い
た
だ
い
た
。

そ
し
て
ド
イ
ツ
の
歴
史
研
究
家
が
、
第
二
次

世
界
大
戦
中
の
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
よ
る
人

体
実
験
を
裁
く
判
決
文
が
現
在
の
研
究
倫
理

原
則
の
基
盤
と
な
っ
た
歴
史
的
過
程
を
論

じ
た
。

こ
の
パ
ー
ト
の
中
で
、
私
と
グ
レ
コ
・
ダ

イ
両
教
授
と
の
共
著
で
、
長
く
国
際
論
争
の

続
い
た
プ
ラ
セ
ボ
対
照
試
験
、
試
験
終
了
後

ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
も
論
じ
た
。
プ
ラ
セ
ボ

の
論
文
に
は
夫
の
齊
尾
と
、
統
計
数
理
研
究

所
所
長
の
椿
広
計
教
授
に
も
参
画
い
た
だ
い

た
。
貧
し
い
人
々
が
プ
ラ
セ
ボ
対
照
試
験
の

対
象
と
な
り
、
開
発
さ
れ
た
薬
は
、
臨
床
試

験
を
行
っ
た
国
で
は
高
額
な
た
め
入
手
で
き

ず
、
豊
か
な
国
の
人
た
ち
だ
け
が
使
え
る
、

と
い
っ
た
状
況
に
対
し
て
倫
理
原
則
が
セ
ー

フ
ガ
ー
ド
と
な
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
問
題

意
識
を
共
有
し
て
き
た
こ
と
に
よ
る
。

ま
た
、
私
に
と
っ
て
視
野
が
大
き
く
開
け

た
成
果
は
、
患
者
・
市
民
の
立
場
の
方
々
と

の
共
同
作
業
に
よ
る
英
文
の
論
文
を
発
表
で

き
た
こ
と
だ
。
も
と
も
と
は
、
こ
の
書
籍
で

論
文
発
表
す
る
目
的
で
は
な
く
、
医
療
開
発

基
盤
研
究
所
（Ji４

pe

）
と
い
う
患
者
・
市

民
に
医
療
や
医
薬
品
開
発
に
関
す
る
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
組
織
（
今
村
恭
子
代

表
）
で
取
り
組
ん
で
い
た
『
ヘ
ル
シ
ン
キ
宣

言
』
に
つ
い
て
の
勉
強
会
が
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。
最
初
は
内
容
を
理
解
す
る
目
的
で

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
全
国
様
々
な
地
域
の
患

者
・
市
民
の
立
場
の
方
々
が
オ
ン
ラ
イ
ン
・

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
毎
月
開
催
し
て
議
論
を
重

ね
た
。
そ
の
結
果
、
医
師
が
医
師
の
た
め
の

倫
理
原
則
と
し
て
作
成
し
た
『
ヘ
ル
シ
ン
キ

宣
言
』
が
、
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
（
父

権
主
義
的
）
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、「
患
者
中

心
の
医
療
」（
患
者
本
人
の
主
観
を
重
視
す

る
医
療
）
や
、「
患
者
・
市
民
参
画
」（
医
療

政
策
や
医
薬
品
開
発
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
患

者
・
市
民
が
参
画
す
る
）
の
考
え
方
が
十
分

に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
患
者
・
市
民
の
声
と
し
て
、
医
学

研
究
の
目
的
は
国
連
が
定
め
る
「
持
続
可
能

な
開
発
目
標
」（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
に
沿
っ
た
も

の
で
あ
る
べ
き
、
医
学
研
究
の
結
果
が
未
来

世
代
や
人
間
社
会
・
人
間
の
精
神
性
に
与
え

る
影
響
に
も
十
分
留
意
す
べ
き
、
と
い
っ
た

意
見
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
世
界
医
師
会

で
は
あ
ま
り
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
視
点

だ
が
、
患
者
・
市
民
だ
か
ら
こ
そ
気
づ
く
論

点
に
、
多
く
を
学
ぶ
経
験
で
あ
っ
た
。

こ
の
論
文
を
一
緒
に
ま
と
め
た
患
者
・
市

民
グ
ル
ー
プ
は
十
一
月
に
日
本
語
で
ほ
ぼ
全

員
の
著
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
発
表
す
る

５
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オ
ン
ラ
イ
ン
・
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
。
そ

し
て
十
二
月
の
世
界
的
な
著
者
ら
に
よ
る

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で
は
、
こ
の
う
ち
二
人
の
著
者

が
英
語
で
、
論
文
に
つ
い
て
発
表
し
た
。
こ

の
発
表
は
、
二
日
間
の
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
の
ハ
イ

ラ
イ
ト
と
な
り
、
参
加
者
か
ら
高
く
評
価
さ

れ
た
。
患
者
・
市
民
は
医
学
・
医
療
の
「
非

専
門
家
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

社
会
人
と
し
て
専
門
知
識
を
持
っ
て
活
動
し

て
き
た
り
、
患
者
会
を
リ
ー
ド
し
た
り
、
あ

る
い
は
患
者
と
し
て
の
深
い
体
験
を
持
っ
て

い
る
「
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
で
あ
る
。
中
に
は

英
語
に
堪
能
な
方
も
い
て
、
英
語
で
発
表
し
、

世
界
に
発
信
す
る
、
と
い
う
経
験
を
し
て
も

ら
え
た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
成
果
で
あ
る
。

◆
医
薬
品
開
発
の
新
た
な
戦
略

本
書
の
三
つ
目
の
パ
ー
ト
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
を
体
験
し
た
後
の
、
医
薬
品
開
発
の
新
た

な
戦
略
を
示
し
た
。
国
際
製
薬
医
学
会
の
現

会
長
が
、
製
薬
企
業
が
過
去
の
利
益
追
求
型

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
か
ら
脱
却
し
て
、

グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
の
た
め
に
研
究
開
発
を

進
め
る
方
向
性
を
、
コ
ロ
ナ
・
ワ
ク
チ
ン
開

発
戦
略
に
焦
点
を
あ
て
て
論
じ
た
。
そ
し
て
、

「
国
境
な
き
医
師
団
」
と
の
協
力
に
よ
っ
て

設
立
さ
れ
た
、
世
界
中
で
感
染
症
に
苦
し
む

人
々
の
た
め
の
医
薬
品
を
開
発
す
る
非
営
利

法
人
Ｄ
Ｎ
Ｄ
ｉ
（D
rugs

for
N
eglected

D
iseases

Initiative

）
の
方
々
か
ら
も
寄

稿
い
た
だ
い
た
。
一
つ
の
製
薬
企
業
の
中
で

開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
完
結
し
企
業
利
益
を
追

求
す
る
の
で
は
な
く
、
世
界
中
で
目
的
意
識

を
共
有
す
る
研
究
者
個
人
や
研
究
所
が
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
ん
で
、
世
界
で
最
も
医

薬
品
を
必
要
と
し
て
い
る
人
々
の
た
め
に
研

究
開
発
を
進
め
る
。
そ
う
し
た
成
功
事
例
が

紹
介
さ
れ
た
。
そ
し
て
本
書
の
最
終
章
で
は
、

日
本
で
患
者
・
市
民
参
画
を
進
め
る
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ
を
紹
介
し
（
こ
の
論
文
で
も
患
者
・

市
民
の
著
者
が
執
筆
陣
に
加
わ
っ
た
）、
未

来
に
向
け
た
医
薬
品
開
発
の
新
た
な
方
向
性

を
示
し
た
。

世
界
中
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
に
み
ま
わ
れ
た
四
年
間
を
振
り
返
り
、

本
書
が
未
来
世
代
に
向
け
た
医
学
研
究
、
医

薬
品
開
発
の
あ
り
方
を
世
界
の
人
々
と
議
論

す
る
契
機
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
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